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① ニホンミツバチの採蜜

令和2年8月9日（日）、村瀬和彦先生の指導の下、
ニホンミツバチの採蜜を行いました。本来は、生活塾
の参加者と一緒にする予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染が近隣の小学校で発生したため、急遽職員だ
けで行うことにしました。職員も採蜜するのは初めて
で、どれくらいの量のハチミツが取れるかわかりませ
んでしたが、実際に採蜜して、約4リットルのハチミ
ツが取れました。子ども達の参加がなかったことが残
念でしたが、体験学校の新たな目玉になると思います。
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令和2年7月25日（土）、作って食べて学ぶ～食育キッズ講座～

（第2回）が開催されました。参加者は、幼児5名、小学生9名、保
護者4名の合計18名でした。農業体験では、荻原史朗先生の指導
で、オクラ・ニンジン・ナスの収穫方法やナスの害虫について学
習しました。後半の食育体験では、浅田暁子先生から「ニンジ
ン」をテーマに、ニンジンの栄養や免疫力を高める方法などを教
えていただきました。参加者からは、ニンジンを収穫して、栄養
などを知ることができてよかったという声もきかれました。

② 福岡県森林づくり活動安全講習会
令和2年7月28日（火）、県の飯塚総合庁

舎で行われ、職員2名が参加しました。森林
の働きや安全管理（リスクマネージメント）、
ケガの応急手当、森林作業の事故事例などの
講話がありました。安全に作業するための方
法など、作業をする上での大切なことを学ぶ
ことができました。

「先生も体験してみませんか ‐保育者体験講座‐」

１．目的 この体験を通して、幼児の保育・教育に携わる際の新たな視点や方法の発見や展開につ
ながることが目的です。

２．参加対象者
幼児の保育・教育に携わる職員
職員の子ども（子どもだけの参加はできません）

３．活動日程
第1回 令和2年11月23日（月）10：00～14：00

◇ サツマイモ掘り、石焼きイモ作りと試食
参加費 200円

第2回 令和3年2月23日（火）10：00～14：00
◇ ピザ焼き、シイタケのコマ打ち

～ｍｙシイタケ作り～
参加費 500円

※両日とも、未就学児は参加費無料

４．会場 飯塚市庄内生活体験学校
（〒820-0111 飯塚市有安958-1）

５．申込方法
生活体験学校のホームページで申し込み用紙
をダウンロードして、ＦＡＸ送信してください。

幼児の野外における生活体験活動を支援しています

③ 「おひさま」の施設利用
令和2年7月8日（水）、飯塚市鯰田にある

「おひさま」が利用しました。利用者は、幼児
3名、引率者4名の計7名でした。動物とふれあ
いをしたり、体験学校で収穫したジャガイモを
使った焼きジャガイモの試食も行いました。動
物のふれ合いでは、サークルの中のウサギを追
いかけたり、撫でたりして楽しんでいました。
焼きジャガイモもおいしく食べている様子でし
た。

日頃、園児の体験学習や園外保
育の指導のときに、「楽しそうだ
な～」「子どもたち、いいな！」
「自分も芋ほりやってみたい！」
と思ったことはありませんか？
さあ、今度は先生自身が楽しん

でみましょう。庄内生活体験学校
では、先生のための体験会を初め
て準備しました。ご家族の参加も
歓迎します。どうぞご参加くださ
い。子どもの視点で生活体験の面
白さを実感しましょう。

令和2年8月23日（日）、生活塾3班を実施しました。
参加者は、2年生（6名）、4年生（5名）、6年生（2
名）の合計13名でした。
午前中は、庄内子育て支援センターの真鍋先生（元家庭

科教諭）に「洗濯の仕方と洗剤の役割」の指導をしていた
だきました。
また、午後からは、今年3月から取り組んでいるニホン

ミツバチの学習を行いました。正平館長より巣箱の説明を
受け、8月に採ったばかりのハチミツを試食しました。参
加者からは、「甘～い」「甘くて、とても濃厚」などの感
想がありました。

新型コロナウイルスの関係で、1・2班が中止になり、
今年度初めての主催事業だったので、久しぶりに子ども達
と一緒に活動出来て、職員もうれしい1日になりました。

☆今日の活動で、手洗いで洗濯を
するときは、布や汚れの種類で
洗い方を考えることの大切さを
学びました。

☆ミツバチの巣を初めて見て「こ
んなに大きいんだ」と思いまし
た。ハチミツは、甘かったけど、
のど飴みたいでした。


